
第151号 広報 ほ う じ ょ う 昭和62年7月 m 
町 の 人 口 

（昭和62年‘5 月31日） 

男 3,962(-12 ) 

4,403 (- 10 ) 

8,365（一22 ) 

世帯数 2,760(- 6 ) 

女
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一
 

，
 は

お
、
常
任
委
員
会
委
員
の
構
成
は
別
掲
の
と
お
り
で
す
o
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方城町議会議長 

堀江克己氏 
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町
議
会
議
長
に
堀
江
克
己
氏
 

一 

（ 

副
議
長
に
長
尾
寿
郎
氏
が
就
任
 
》 

～

 

一
・
 

一 

昭
和
 62
 

年
4

月
 26
 

日
執
行
の
統
一
地
方
選
挙
の
後
、
初
議
会
 

》 

一

 

が5
月

 

12 

日
か
ら
開
催
さ
れ
、
 
白
石
藤
雄
議
員
が
臨
時
議
長
に
 
？
 

） 

選
出
さ
れ
、
議
長
の
選
挙
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

「 

】 

そ
の
結
果
、
議
長
に
堀
江
克
己
議
員
、
副
議
長
に
長
尾
寿
郎
 

一 

（
 

い
 

、 

議
員
、
議
会
代
表
監
査
委
員
に
高
津
新
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
 

一 

方城町議会副議長 

長尾寿郎氏 

議
長
●
副
議
長
 

就
任
の
あ
い
さ
 

こ
の
度
、
方
城
町
議
会
議
員
の
多
数
 

の
方
々
の
支
持
に
よ
り
ま
し
て
私
達
、
 

議
長
、
副
議
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
て
そ
 

の
責
任
の
重
さ
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て
 

お
り
ま
す
。
 

も
と
よ
り
浅
学
非
才
で
あ
り
ま
す
が
 

選
任
さ
れ
ま
し
た
以
上
、
議
員
各
位
の
 

ご
協
力
を
得
て
、
議
会
の
円
満
な
運
営
 

に
努
力
す
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。
 

た
だ
い
ま
方
城
町
は
財
政
再
建
の
中
 

途
で
あ
り
、
厳
し
い
財
政
指
導
を
、
自
 

治
省
よ
り
受
け
思
う
に
任
せ
な
い
財
政
 

事
情
で
あ
り
、
町
民
の
皆
様
に
は
大
変
 

1
ロ］ 

7
日
 

ガ
 

11
 

日
 

18
 

日
 

20
 

日
 

つ
 

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
が
、
 

ま
ず
は
こ
の
脱
却
が
第
一
で
あ
り
、
併
 

わ
せ
て
福
祉
事
業
や
社
会
教
育
に
力
を
 

注
ぎ
、
町
民
全
体
が
お
互
に
尊
敬
し
つ
 

つ
、
心
の
和
を
大
切
に
し
、
明
る
い
、
 

そ
し
て
住
み
良
い
町
に
し
な
け
れ
ば
な
 

ら
な
い
と
思
っ
て
居
り
ま
す
。
 

私
達
は
も
ち
ろ
ん
努
力
い
た
し
ま
す
 

し
町
民
の
方
々
の
ご
指
導
と
、
ご
協
力
 

を
お
願
い
致
す
次
第
で
あ
り
ま
す
。
 

最
後
に
町
民
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
 

幸
を
祈
念
致
し
ま
す
。
 

七
月
の
こ
よ
み
と
行
事
 

国
民
安
全
の
日
 

農
業
委
員
会
一
般
選
挙
に
お
け
る
告
知
日
 

七
タ
（
た
な
ば
た
祭
）
 

水
難
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
 

（
た
め
池
水
難
事
故
防
止
等
）
 

勤
労
青
少
年
の
日
 

海
の
記
念
日
 

21
 

日
 

方
城
町
民
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン
 

下
旬
 
水
泳
教
室
開
催
（
教
育
委
員
会
主
催
）
 

H
】
暴
力
追
放
は
皆
ん
な
の
手
で
H
【
「
小
さ
な
こ
と
で
も
一
一
〇
番
」
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1987年度「同和」問題啓発強調月間行事計画 （案） 

行事及び行事概要 行 事 内 容 摘 要 

街 頭 啓 発 

月間初日に実行委員会の 

役員等によって実施する。 

実施月日 場 所 参 加 者 対 象 者 担 当 
チラシ配付 

県・町各 

800枚 
7月1日 町民体育館 行 政 

実行委員 

全 町 民 役 場 

（総務課） 

同和問題講演会 

町民の同和問題に対する 

正しい理解と認識を深め 

る為、全町民を対象に実 

施する。 

開催日時 会 場 講 師 対 象 者 担 当 

券
 
ュ 

一
理
シ
 

タ

整

ッ

付

 

ス

場

イ

配

 

ポ

入

テ

の

 

7月12日 

io:oo - 12:00 

町民体育館 円通院住職 

狩野俊猷氏 

全 町 民 町同推協 

7月4 日 

13:o0--16:00 

中央公民館 方城中学校 保母職員 

学校教職員 

就学前教育 

部 会 

7月14日 中央公民館 県同和教育 

課指導主事 

木村和幸 

行政職員 行政部会 

9:3U 

13:30 

県主催講演会 

県の主催する講演会に参 

加し理解を深める。 

開催日時 会 場 講 師 対 象 者 担 当 

7月23日 

13:30 - 16:30 

飯塚市民会 

館 

主婦 

久保正子さん 

団体関係者 教育委員会 

社会教育関係可 
体の研修 

同和問題に対する理解を 

深めるために実施する。 

開催日時 会 場 講 師 対 象 者 担 当 

7・8・9 

月協議の上 

中央公民館 団体所属の 

人 

教育委員会 

啓発・広報 

・横断幕 ・懸垂幕 

・町広報紙 

・ポスター 

時 期 場 所 対 象 者 担 当 

期 間 中 役 場・歩 道 橋 

中央公民館 

隣 保 館 

全 町 民 同 対 課 

人 権 作 文 

ポ ス 夕 ー 

表現活動を通して児童・ 

生徒の感性を高める。 

実施時期 担 当 内 容 

期 間 中 学校教育部会 

一
 

そ の 他 

失対現場での同和問題学 

習会の開催 

実施時期 主 催 場 所 実施主体 

期 間 中 福 岡 県 各 現 場 教育委員会 

（昭和62年5月12日現在） 
方城町議会 常任委員会委員名簿 

総務委員会 （定数6人） 文教厚生委員会（定数5人） 産業建設委員会 （定数5人） 

職 名 氏 名 住 所 職 名 氏 名 住 所 職 名 氏 名 住 所 

委員長 仲 村 生 雄 
伊方 
4237-3 委員長 

伊方 
1814 委員長 竹 下 末 弘 

伊方 
3009 

原 田 文 義 

副委員長 仲 島 邦 彦 
弁城 
2337 - 1 副委員長 岡 本 繁 穂 

弁城 
1426 -- 3 副委員長 武 内 昭 英 

伊方 
1865 

委 員 永 原 勝 芳 
伊方 
3567 --- 1 委 員 山 口 忠 市 伊方 

2517 - -2 委 員 原 田 富 夫 
弁城 
2525--i 

委 員 仲 島 富士雄 
伊方 
2866 委 員 白 石 藤 雄 

伊方 
2706 委 員 中 村 勝 彦 

弁城 
2532-4 

委 員 久 富 武 士 伊方 
2090 --2 

副議長 長 尾 寿 郎 
伊方 
1273 

監 査 高 津 新 
伊方 

278 

議 長 堀 江 克 己 伊方 
4476-8 

3． 方城町消防委員会委員（2人） 

永原勝芳 仲島邦彦 

一部事務組合議会議員 2. 1‘ 特別委員会 

4． 方城町同和地区住宅新築 
資金等審議会委員 （3 人） 

原田文義 中村勝彦 

久富武士 

下田川衛生組合議会（ 1人） 

岡 本 繁 穂 

鉱害対策特別委員会（6人） 

田川地区伝染病院組合議会（ 1人） 

長 尾 寿 郎 

、‘ノ 

5． 方城町工場設置奨励審議 
会委員 （5 人 

永原勝芳 原田富夫 

山口忠市 中村勝彦 

岡本繁穂 

田川地区消防組合議会（ 1人） 

仲 村 生 雄 

田川地区斎場組合議会（ 1人） 

原 田 富 夫 

末 弘 

昭 英 

忠 市 

富士雄 

藤 雄 

武 士 

委員長 竹 下 

副委員長 武 内 

口 

島 

石 

官 
申 

山 

仲 

白 

久 

員 

員 

員 

員 

委 

委 

委 

委 

七
月
は
 

同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
 

福
岡
県
下
い
っ
せ
い
に
実
施
 

福
岡
県
と
市
町
村
は
、
昭
和
五
十
六
 

年
よ
り
毎
年
七
月
を
同
和
問
題
啓
発
強
 

調
月
間
と
定
め
、
各
種
の
啓
発
行
事
を
 

活
発
に
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
 

同
和
問
題
を
早
く
解
決
す
る
こ
と
は
 

国
、
及
び
地
方
公
共
団
体
の
責
務
で
あ
 

る
と
と
も
に
、
私
達
町
民
一
人
ひ
と
り
 

の
課
題
で
も
あ
る
の
で
す
。
 

現
在
行
政
が
同
和
問
題
解
決
の
た
め
 

に
進
め
て
い
る
、
諸
事
業
に
よ
っ
て
、
 

同
和
地
区
の
環
境
は
あ
る
程
度
改
善
さ
 

れ
、
同
和
問
題
の
解
決
に
向
っ
て
前
進
 

し
ま
し
た
。
 

し
か
し
一
方
に
お
い
て
、
心
の
中
に
 

あ
る
偏
見
や
差
別
の
問
題
の
解
決
と
い
 

う
大
き
な
課
題
を
残
し
て
い
ま
す
。
 

同
和
問
題
は
同
和
地
区
に
限
ら
れ
た
 

問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
社
会
全
体
の
 

、
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＞
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心
プ
・
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！
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，

 

・
 

あ
り
方
、
わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
 

生
き
方
に
か
か
わ
る
問
題
で
す
。
 

七
月
の
こ
の
強
調
月
間
を
契
機
と
し
 

て
、
人
権
を
大
切
に
す
る
明
る
い
社
会
 

を
築
き
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
 

方
城
町
で
は
次
の
よ
う
な
月
間
の
諸
 

行
事
を
行
い
ま
す
。
 

七
月
十
二
日
の
全
町
民
を
対
象
と
し
 

た
講
演
会
に
は
、
若
宮
の
円
通
院
住
職
 

狩
野
俊
猷
氏
を
講
師
と
し
て
い
ま
す
。
 

身
近
で
分
り
や
す
い
講
演
を
し
て
く
 

だ
さ
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
を
お
願
 

い
致
し
ま
す
。
 

な
お
、
細
か
い
月
間
の
啓
発
計
画
は
 

次
表
の
と
お
り
で
す
。
 

同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
推
進
委
員
 

会
 『

 
会
 
長
 
中
 
島
 
義
 
章
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総
合
水
防
訓
練
を
実
施
 

、
下
田
川
四
カ
町
消
防
団
・
N
T
T

ノ 

／
九
電
田
川
営
業
所
 

× 

雨
期
に
備
え
た
田
川
地
区
の
総
合
防
 

災
訓
練
が
、
5
月
 15
 

日
糸
田
町
の
中
元
 

寺
川
、
岩
下
井
ぜ
き
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
日
参
加
し
た
団
体
は
、
田
川
地
 

区
消
防
本
部
 

を
は
じ
め
、
 

下
田
川
4

カ
 

町
消
防
団
（
 

金
田
、
赤
池
、
 

糸
田
、
方
城
）
一
 

九
州
電
力
田
 

一 

川
営
業
所
、
 

N
T
T

田
川
 

電
報
電
話
局
 

な
ど
約
2

百
 

人
が
参
加
、
 

あ
ら
ゆ
る
水
 

害
を
想
定
し
 

て
の
水
防
訓
 

練
に
汗
を
流
 

し
ま
し
た
。
 

訓
練
は
低
 

気
圧
の
通
過
 

で
筑
豊
地
方
 

は
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
、
中
元
寺
川
の
堤
 

防
が
決
壊
、
糸
田
町
内
に
濁
流
が
流
れ
 

こ
ん
だ
と
の
想
定
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

訓
練
は
消
防
団
の
土
の
う
積
み
（
月
 

の
輪
工
法
他
3
種
類
）
N
T
T

の
通
信
 

第151号 広報 ほ う じ ょ う 
［
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線
復
旧
工
事
、
田
川
地
区
消
防
署
の
、
 

車
輸
火
災
の
消
火
、
負
傷
者
の
救
出
な
 

ど
約
二
時
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
ま
し
 

た。 

9 

；ニぺ‘' 

方城町消防団による月の輪工法 

7
月
は
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
 

礎
年
金
を
受
け
て
い
る
人
が
、
現
況
届
 

を
提
出
す
る
時
期
で
す
。
 

現
況
届
は
、
年
金
を
受
け
て
い
る
人
 

が
年
1

回
、
あ
な
た
や
家
族
の
所
得
と
 

家
族
の
状
況
な
ど
を
記
入
し
た
届
書
を
 

提
出
し
、
引
き
続
き
年
金
が
受
け
ら
れ
 

る
か
ど
う
か
の
確
認
を
受
け
る
大
切
な
 

手
続
き
で
す
。
 

※
 
忘
れ
る
と
年
金
が
ス
ト
ッ
プ
 

も
し
、
提
出
が
遅
れ
ま
す
と
、
年
金
 

近
く
の
住
民
や
、
小
学
生
の
子
供
た
 

ち
も
、
か
た
ず
を
飲
ん
で
訓
練
を
見
守
 

っ
て
い
ま
し
た
。
 

の
支
払
い
も
遅
れ
ま
す
。
必
ず
7

月
末
 

日
ま
で
に
方
城
町
役
場
年
金
係
に
提
出
 

し
て
く
だ
さ
い
。
 

現
況
届
の
用
紙
は
、
5
月
の
支
払
通
 

知
書
と
一
緒
に
郵
送
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
現
況
届
に
は
、
年
金
証
書
と
印
か
 

ん
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
 

※
 
国
民
年
金
証
書
も
お
忘
れ
な
く
 

診
断
書
の
提
出
時
期
を
迎
え
た
人
に
 

は
、
診
断
書
の
用
紙
を
送
り
ま
す
。
専
 

門
医
の
診
断
を
受
け
て
現
況
届
と
一
緒
 

w醤
噂
蕊
轟
蝋
皿
や
弧
ぎ
皿
胤
《
A
) 

ー

ー

 

ー
 

覇
騰
齢
 孤
 

町
民
の
皆
さ
ん
の
永
い
間
の
願
望
で
 

あ
っ
た
、
町
民
グ
ラ
ン
ド
ナ
イ
タ
ー
施
 

設
が
三
月
末
に
完
成
し
、
四
月
二
〇
日
 

に
ナ
イ
タ
ー
開
き
を
行
い
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
全
額
、
昭
和
六
一
年
度
石
油
 

貯
蔵
施
設
立
地
対
策
交
付
金
に
よ
り
建
 

設
さ
れ
た
も
の
で
す
。
 

こ
の
施
設
の
完
成
に
よ
り
町
民
の
皆
 

さ
ん
の
体
力
の
増
進
と
、
技
術
の
向
上
 

に
ど
し
ど
し
使
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
 

し
て
い
ま
す
。
 

使
用
料
は
グ
ラ
ン
ド
使
用
料
を
含
め
 

て
一
時
間
四
千
五
〇
〇
円
で
す
。
時
間
 

は
十
時
ま
で
使
用
で
き
ま
す
。
 

申
込
み
は
中
央
公
民
館
に
お
い
て
先
 

着
順
に
受
付
け
て
い
ま
す
。
前
日
ま
で
 

に
専
用
コ
イ
ン
を
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。
 

多
く
の
方
々
の
使
用
を
期
待
し
て
い
 

ま
す
。
 

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

※
 
厚
生
年
金
や
恩
給
を
受
け
て
い
る
 

人
は
、
そ
の
証
書
も
 

障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
を
 

受
け
て
い
る
人
は
、
厚
生
年
金
や
恩
給
 

な
ど
の
年
金
を
あ
わ
せ
て
受
け
ら
れ
な
 

い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

二
つ
以
上
の
年
金
を
受
け
ら
れ
る
よ
 

う
に
な
っ
た
と
き
は
、
そ
の
年
金
証
書
 

を
持
参
の
う
え
、
届
け
出
が
必
要
で
す
。
 

こ
の
届
け
出
が
遅
れ
た
と
き
は
、
年
 

金
を
受
け
始
め
た
時
か
ら
、
さ
か
の
ぼ
 

っ
て
返
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
 

す
。
早
め
に
届
け
出
し
ま
し
ょ
う
。
 

国
民
年
金
の
保
険
料
は
 

納
め
ま
し
た
か
 

国
民
年
金
の
保
険
料
は
毎
月
納
め
て
 

い
ま
す
か
。
納
め
忘
れ
が
な
い
か
ど
う
 

か
、
お
調
べ
く
だ
さ
い
。
 

保
険
料
を
納
め
忘
れ
て
い
ま
す
と
 

万
一
の
事
故
の
と
き
、
障
害
基
礎
年
金
 

や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
ば
 

か
り
か
、
歳
を
と
っ
て
か
ら
の
老
齢
基
 

礎
年
金
も
受
け
ら
れ
な
い
お
そ
れ
も
あ
 

り
ま
す
。
 

も
し
、
納
め
忘
れ
の
保
険
料
が
あ
れ
 

ば
、
い
ま
す
ぐ
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
 

お
互
い
C
入
権
を
鳶
重
し
、
差
別
の
な
い
町
つ
く
り
を
 

第
十
七
回
町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
 

野
添
常
会
が
優
勝
 

第
十
七
回
町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
 

が
、
春
期
に
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
数
度
 

優
勝
経
験
の
あ
る
野
添
常
会
が
、
優
勝
 

旗
を
手
中
に
収
め
ま
し
た
。
 

こ
の
日
二
八
常
会
の
参
加
の
も
と
に
 

町
民
グ
ラ
ン
ド
他
、
三
会
場
四
パ
ー
ト
 

に
分
散
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

各
会
場
で
一
位
と
な
っ
た
後
谷
常
会
 

職
員
区
常
会
、
野
添
常
会
、
犬
星
常
会
 

が
、
町
民
グ
ラ
ン
ド
に
結
集
し
決
勝
戦
 

が
行
わ
れ
ま
し
た
が
野
添
常
会
が
五
対
 

三
で
後
谷
常
会
を
破
り
、
優
勝
し
ま
し
 

た。 成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
．
 

優
 
勝
 
野
添
常
会
 

準
優
勝
 
後
谷
常
会
 

三
 

位
 
犬
星
常
会
 

三
 

位
 
職
員
区
常
会
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Aパ与 
（町民グランドA ) 
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1 

Dパート 
（日立グランド） 

4 
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古

門

団

地

 

13
 

大

黒

団

地

 

10. 11. 12. R
】 

5. 6. 7. ＆
 

新

門

団
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西
 
古
 

犬
 

広 中 久 新 鶴 萩 宝 東 松 
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一
、
目
的
 

こ
の
運
動
は
、
安
全
で
快
適
な
道
路
 

環
境
を
保
持
す
る
た
め
、
交
通
安
全
施
 

設
等
の
点
検
と
整
備
、
道
路
の
正
し
い
 

利
用
と
道
路
愛
護
思
想
の
普
及
の
徹
底
 

を
図
り
、
道
路
を
常
に
広
く
、
美
し
く
、
 

安
全
に
使
用
す
る
気
運
を
高
め
る
こ
と
 

を
目
的
と
す
る
。
 

一
一
、
期
間
 

昭
和
 62
 

年
8
月
1

日
（
土
）
か
ら
 

8
月
 31
 

日
（
月
）
ま
で
の
1
箇
月
間
 

三
、
運
動
の
重
点
 

m
 

道
路
環
境
の
点
検
と
整
備
 

②
 

道
路
の
正
し
い
利
用
の
指
導
 

⑧
 

道
路
愛
護
思
想
の
普
及
 

四
、
推
進
標
語
 

o
さ
わ
や
か
な
 
道
路
は
 

あ
な
 

た
の
マ
ナ
ー
か
ら
 

o
道
づ
く
り
 
豊
か
な
社
会
の
 

ミ
チ
シ
ル
べ
 

o
豊
か
さ
を
 
未
来
に
つ
な
ぐ
 

道
づ
く
り
 

o
よ
ご
す
ま
い
 
道
路
は
心
の
ガ
 

ラ
ス
窓
 

o
夢
ひ
ら
く
 
人
と
道
路
の
 

ハ 

ー
モ
ニ
ー
 

o
し
あ
わ
せ
を
 

子
孫
に
お
く
る
 

道
づ
く
り
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標
準
小
作
料
が
決
ま
り
ま
し
た
 

標
準
小
作
料
が
設
け
ら
れ
て
 16
 

年
が
 

経
過
し
、
す
で
に
4

回
改
訂
を
行
い
、
 

本
年
度
は
5
回
目
の
改
訂
と
な
り
ま
し
 

た
 。

 こ
の
標
準
小
作
料
は
、
適
正
な
契
約
 

小
作
料
設
定
の
た
め
の
目
安
と
し
て
設
 

定
さ
れ
、
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。
 

農
業
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
去
 

る
4

月
3

日
の
総
会
に
お
い
て
、
標
準
 

小
作
料
設
定
協
議
会
の
答
申
を
受
け
、
 

次
の
と
お
り
標
準
小
作
料
を
決
定
し
ま
 

し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

田
 

2
万
6
千
円
 

畑
 

1
万
1
千
円
 

な
お
、
農
地
を
貸
し
た
り
、
借
り
た
 

り
す
る
場
合
に
は
必
ず
農
地
法
（
第
3
 

条
）
に
よ
る
許
可
が
必
要
で
す
。
 

許
可
を
受
け
な
い
で
、
貸
し
借
り
し
 

た
と
き
は
、
ャ
ミ
小
作
と
な
り
農
地
法
 

に
よ
る
保
護
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

く
わ
し
い
こ
と
は
農
業
委
員
会
に
お
 

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
 

「
行
方
不
明
者
を
さ
が
す
相
談
所
」
 

開

設

に

つ

い

て

 

県
警
で
は
、
今
年
も
「
行
方
不
明
者
 

を
さ
が
す
相
談
所
」
を
開
き
ま
す
。
 

次
の
よ
う
な
問
題
を
抱
え
て
困
っ
て
 

い
る
方
、
悩
ん
で
い
る
方
は
気
軽
に
御
 

相
談
下
さ
い
。
相
談
の
た
め
に
お
い
で
 

に
な
る
と
き
は
、
写
真
な
ど
手
が
か
り
 

に
な
る
も
の
を
御
持
参
く
だ
さ
い
。
 

△
相
談
の
内
容
V
 

〇
家
を
出
て
長
期
間
に
な
る
が
、
行
方
 

が
わ
か
ら
な
い
。
 

〇
遺
書
や
日
常
の
言
動
か
ら
自
殺
す
る
 

お
そ
れ
が
あ
る
。
 

〇
病
弱
、
老
齢
、
年
少
な
ど
の
た
め
死
 

亡
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
 

△
過
去
の
発
見
事
例
V
 

昨
年
は
、
2
2
5
件
の
相
談
が
あ
り
 

ま
し
た
。
そ
の
う
ち
 28
 

人
の
生
存
確
認
 

と
2

人
の
死
者
の
身
元
を
確
認
し
ま
し
 

た。 
〇
終
戦
直
後
に
幼
い
兄
弟
が
親
元
か
ら
 

離
れ
、
生
死
不
明
で
あ
り
ま
し
た
が
、
 

妹
さ
ん
の
相
談
で
、
大
阪
で
元
気
で
い
 

る
兄
さ
ん
と
 40
 

年
ぶ
り
の
涙
の
再
会
を
 

し
ま
し
た
。
 

〇
「
 10
 

年
前
に
行
方
が
わ
か
ら
な
く
な
 

っ
た
息
子
が
ど
う
し
て
い
る
や
ら
」
 

大
牟
田
に
住
む
年
老
い
た
お
母
さ
ん
 

の
相
談
で
、
福
岡
に
元
気
で
働
い
て
い
 

る
息
子
さ
ん
の
居
所
が
わ
か
り
ま
し
た
。
 

む
し
歯
予
防
ポ
ス
タ
ー
入
賞
（
田
川
地
区
）
 

昭
和
 62
 

年
度
田
川
地
区
歯
科
保
健
図
 

画
、
ポ
ス
タ
ー
の
募
集
が
あ
り
ま
し
た
 

が
、
方
城
中
学
校
か
ら
美
術
部
員
8
名
 

が
応
募
し
ま
し
た
。
 

方
城
中
学
校
美
術
部
で
は
、
た
び
た
 

び
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞
し
て
 

い
ま
す
が
、
今
回
も
全
員
入
賞
の
栄
冠
 

に
輝
き
ま
し
た
。
 

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

一
位
 

一
年
生
 

桑
野
昭
子
 

二
位
 

一
年
生
 

松
井
和
江
 

三
位
 

一
年
生
 

田
島
由
喜
子
 

電
話
で
聴
け
る
求
人
案
内
に
つ
い
て
 

公
共
職
業
安
定
所
で
は
次
の
と
お
り
 

求
人
専
用
電
話
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
 

知
ら
せ
致
し
ま
す
。
 

田
川
公
共
職
業
安
定
所
 

餓
0
9
4
7
@
3
6
6
6

・
3
6
6
7
 

飯
塚
公
共
職
業
安
定
所
 

衝
0
9
4
8
⑩
4
1
4
9
 

直
方
公
共
職
業
安
定
所
 

餓
0
9
4
9
⑩
1
0
0
 0
 

63 

年
度
サ
ン
ケ
イ
新
聞
奨
学
生
募
集
要
領
 

■
応
募
資
格
 

大
阪
、
神
戸
、
京
都
、
奈
良
の
各
地
 

区
の
大
学
（
原
則
と
し
て
文
科
系
の
み
）
 

専
門
学
校
、
予
備
校
（
宅
浪
も
可
）
へ
 

通
学
を
希
望
す
る
二
十
二
才
以
下
の
人
。
 

■
応
募
方
法
 

①
願
書
（
奨
学
会
指
定
）
 

②
健
康
診
断
書
 

③
調
査
書
か
、
成
績
証
明
書
 

■
締
め
切
り
 

（
第
一
次
）
 
62
 

年
 10
 

月
 31
 

日
 

（
第
二
次
）
 
62
 

年
 12
 

月
 26
 

日
 

（
第
三
次
）
 
63
 

年
2

月
 29
 

日
 

（
第
四
次
）
 
63
 

年
3
月
 31
 

日
 

一
、
月
収
は
1
2
6
千
円
（
奨
学
金
＋
給
 

料
）
で
す
。
 

」
、
学
費
の
前
借
り
は
無
利
息
で
、
最
高
 

乙
6
8
0
千
円
（
4

年
制
大
学
の
場
 

合
）
ま
で
で
す
。
 

一
」
、
特
別
奨
学
金
3
、
6
万
円
を
冬
休
み
 

に
支
給
し
ま
す
。
 

四
、
仕
事
は
配
達
だ
け
で
 

1
日
5
時
間
で
す
。
 

五
、
週
休
制
実
施
、
帰
省
 

休
暇
（
初
年
度
5

日） 

有
給
休
暇
が
あ
り
ま
 

す
。
ま
た
、
予
備
高
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印 編 発 

刷 集 行 

協総方 

和 
城 

務町 
印 役 

刷課場 

一
位
 

一一位 
一一位 

「瓦 
一一位 

一
年
生
 

田
中
津
久
三
 

一
年
生
 

柴
田
利
加
 

一
年
生
 

長
谷
川
由
佳
子
 

一
年
生
 

池
本
治
穂
 

ニ
年
生
 

藤
浦
憲
子
 

生
に
は
受
験
休
暇
制
度
（
7

日
間
）
 

が
あ
り
ま
す
。
 

六
、
部
屋
は
個
室
（
無
料
）
食
事
は
朝
、
 

タ
2

食
ま
か
な
い
付
で
す
。
 

七
、
福
利
、
厚
生
は
万
全
で
す
。
 

※
間
い
合
わ
せ
、
案
内
書
申
し
込
み
先
 

〒
5
3
0
 

大
阪
市
北
区
梅
田
2

丁
目
 

4
番
9

号
 

サ
ン
ケ
ィ
新
聞
大
阪
本
社
内
 

サ
ン
ケ
ィ
新
聞
奨
学
会
 

電
話
0
6

(
3
4
3

)
1
2
2
1
 

内
線
4
5
7
1

、
3
番
 

昭
和
六
十
二
年
七
月
一
日
発
行
 


